
 

 

                                   2021年 5月 31日   

                   株式会社立花商店 生田 渉 

（新）週刊カカオニュース 46 号 

毎度お世話になります。カカオトレーダーの生田と申します。 

今週のカカオニュースを配信させて頂きます。 

 

1. コートジボワール、カカオ豆輸出契約の契約の 20％を地元の輸出業者に割り当てる（5/27） 

 

世界最大のカカオ生産国であるコートジボワールは、国際的なカカオ契約の 5分の 1を国内の荷主が担当

するようにしていくと。政府のスポークスマン Amadou Coulibaly氏が発表した。 

この動きは、輸出貿易における外国企業の優位性を減らし、「国内の地元企業のトップ企業」を生み出す

ことを目的としていると、水曜日に商業都市アビジャンで行われた週次閣議の後に記者団に語った。 

地元の輸出業者は、カーギル社、オラム・インターナショナル社、バリー・カレボー社などの多国籍企業 6社

が独占しているカカオ豆輸出貿易の地元企業へのシェア拡大を求めています。2012年に制定された法律では、

年間のカカオ豆の契約において地元企業に 20％の割当を課していますが、実際には施行されていません。 

コートジボワールの国内の荷主団体である【Groupement des Negociants Ivoiriens】のスポークスマンで

ある Fabien Guei氏は、「国内の輸出業者には資金調達にまだまだ問題があります。しかし、今回の決定はす

でに大きな一歩だ」と語った。「私たちはカカオの外国企業による独占を望んでないのですから」 

 

2. ウイルスによる麻袋の不足がナイジェリアのカカオ輸出を危険にさらす(5/28) 

 

ナイジェリアのカカオ輸出業者は、豆を包装する麻袋を輸入に頼っているが、コロナウイルス感染者の急

増と工場閉鎖の影響でインドとバングラデシュの生産が減速し、供給不足に直面している。 

海外のバイヤーは、豆の品質を保つために炭化水素を含まない麻袋での包装を強く求めます。現地で袋を生産

していないナイジェリアは、コロナの流行の影響が大きい南アジアの 2カ国からの輸入に頼っています。 

ナイジェリア・カカオ協会のムフタウ・アボラリンワ会長はインタビューで、外貨準備高が約 340億米ド

ルドルの西アフリカ諸国は、この不足により 7億米ドルものカカオ豆輸出収入を失う可能性があると語った。

世界最大のカカオ豆生産国であるインドでのウイルス感染の急増、バングラデシュの洪水、そして昨年のイン

ドにおける 25の国営工場の閉鎖決定などにより、生産量が大幅に減少し、価格も高騰しています。 

バングラデシュ・ジュート製品輸出協会の副会長であるレザウル・カリム氏は、「生産が落ち込んでいる

ので、注文を受けるのが怖い」と語ります。 

第 5位のカカオ生産国であるナイジェリアの洪水リスクは、同国のカカオ生産量を 25%減の 22万 5,000トンに

まで減少させる可能性があるとのことです。 

ブルームバーグの計算によると、その収穫には少なくとも 360万枚の麻袋が必要で、現在の価格では約 950

万ドルのコストがかかるという。 

昨年、南アジアで大流行したサイクロンが作物に被害を与え、ジュートの価格が高騰したことも買い手を

遠ざけていると、インド・ジュートミルズ協会のラガベンドラ・グプタ会長は言う。 



また、インドのジュートミルズ協会の会長である Raghavendra Gupta氏は、「ジュートの価格が年初から 30％

近く上昇したため、海外のバイヤーは新たな数量の予約に消極的である」とインタビューに答えています。 

一方、前述のアボラリンワ氏によると、ナイジェリア・カカオ協会は、ジュートバッグを国内に持ち込む

ために、輸入関税の免除と外国為替の利用を財務省に要請しているとのことです。 

 

世界一のカカオ生産国であるコートジボワールは、ジュートバッグを現地で生産しています。第 2位の生

産国であるガーナでは、カカオ包装用の袋が不足しているという報告はありません。一方、第 4位の生産国で

あるカメルーンでは、Olam Cameroonのプロジェクトマネージャーである Austin Kidzeru氏によると、事前に

在庫を確保していました。首都ラゴスにあるジュートバッグの輸入業者 ZTI Farms Ltd.の社長である Temitope 

Eladiya 氏によると、バングラデシュのサプライヤーからの注文は、到着までに最大 9カ月かかると言われたと

いう。 

 

3. アフリカカカオ:雨はコートジ生産者に恩恵を与え、ナイジェリアでは遅すぎの状況（5/24） 

 

先週、コートジボワールとガーナでは好天に恵まれ、カカオの収穫が順調に進んだが、ナイジェリアでは

雨の影響は限定的で、一部の収穫は既に終了した。 

ブルームバーグの調査によると、コートジボワールとガーナの農家は、降雨と日照の組み合わせにほぼ満

足しているという。コートジボワール南部のアザギの生産者であるケビン・ヤピ氏は、現在の天候が続けば、

年 2回の内、収穫量が少ない方のミッドクロップの作柄は農作になるだろうと述べています。 

ナイジェリアでは雨がようやく戻ってきたものの、土壌は依然として乾燥しており、前回の収穫量は前年

の 5分の 1程度だったと、南東部イコム近郊のラスモトで農園を営むアタンバ・ボンジョル氏は述べていま

す。また、南西部の生産者も干ばつを嘆いており、8-9月頃よりスタートする、メインクロップには不利な状況

となっている。 

 

＊5 月 22 日までの 1 週間における西アフリカのカカオ生産地域の降水量。地図提供：aWhere 

 

西アフリカの天候が比較的良好であることも起因して、ロンドンのココア先物が先週金曜日の 5月 21日に

は 3週間ぶりの下げ幅を記録したこと。その数日前には、資金運用者は純買いポジションへと強気に転じてい



た。市場は、ワクチンの普及が徐々に進んでいる事や最近のコモディティ全般の上昇と、チョコレートの売り

上げがパンデミックから完全に回復するにはやはり時間がかかるという懸念と比較し、一進一退を繰り返して

いる感じだ。 

 
＊5 月 23 日から始まる週の P/PET 予報。P/PET は、その地域の蒸発需要に対する降雨量の割合を示しています。比率が 1 を下回

ると期間中に水分が不足していることを示し、数値が低いほど作物へのストレスが大きいことを意味する。 

地図クレジット：aWhere 

 

4. ドバイの DMCC がココア貿易の世界的な拠点にする計画を発表（4/25） 

 

*写真は、DMCC 会長兼最高経営責任者のアーメッド・ビン・スレイエム。 

 

 



世界を代表するフリーゾーンであり、ドバイ政府の商品貿易・企業管理機関である DMCCは、ドバイに最先端

の DMCC カカオセンターを設立する計画を発表しました。DMCCは、中長期的な開発戦略の一環として、まず

2021年半ばから、ジェベル・アリにある DMCCコーヒーセンター内で、厳選されたカカオサービスを展開し、ド

バイを需要の高いスーパーフードの国際的なトレードハブに変えていきます。 

 

DMCCの会長兼 CEOであるアーメッド・ビン・スレイムは、「DMCCカカオセンターは、当社の成長戦略の次の

段階を象徴するものであり、ドバイをカカオ取引の世界的なハブにするものです」と述べています。 

 

「DMCC ティーセンターや DMCCコーヒーセンターが、今日のようなレベルの取引になるとは誰も思っていませ

んでした。ですから、これらの商品開発で得た専門知識と経験を活用することで、カカオとその高成長の可能

性を次のステップとして論理的に捉えることができます。生産者と消費者を結びつけることは当社のモデルの

重要な部分ですが、DMCC Cacao Centreは、サプライチェーン全体で価値を高めることを優先する、当社の持続

可能性に対するハイレベルなアプローチを確実に実行していきます」と付け加えました。 

 

スーパーフードであるカカオ（殻、実、豆）の需要は世界的に高まっており、マグネシウムや鉄分、抗酸

化物質、天然のカカオバターなどが自然界で最も多く含まれているものの一つと考えられています。また、カ

カオはホリスティックなウェルネスと結びついており、肉体的、精神的、感情的なバランスをとるために使用

されています。 

 

DMCCは、Blue Stripes Urban Cacaoをはじめとするカカオ業界のさまざまなプレーヤーや、西アフリカや

南米のステークホルダーと接触し、市場のニーズをより深く理解し、その持続的な成長を支えるためにドバイ

がどのように中心的な役割を果たすことができるかを検討しています。 

 

5. ファンド勢のニューヨーク・カカオ先物は純買い越しポジションを減らす（5/29） 

 

ニューヨークのカカオ先物市場において、ヘッジファンド等投機筋（Managed Money）は今週、純買い越し

ポジションを 9,107ロット減らして、9,365ロットとなったことが、ICE米国先物取引所の発表しているデータ

から判明した。毎週発表されるこのポジションレポートの取引数字は毎週火曜日まで、（今週で言えば、5月

25日）の取引が含まれている。 

• 総買い数量は今週 4,207ロット減少し、36,619ロットになった。総買い数量は過去 6か月で最も低い。 

• 売りポジションの総量は 5 月 25日までで、前週より 5,080ロット減少して、27,254ロットとなった。 

6. ファンド勢のロンドンカカオ先物は純買いポジションをポジションを減らす(5/29) 

 

ロンドンカカオ先物市場において、ヘッジファンド等投機筋（Managed Money）は今週、純買い越しポジシ

ョンを 4,439ロット減らして、1,956 ロットとなったことが、ICE欧州先物取引所の発表しているデータから判

明した。毎週発表されるこのポジションレポートの取引数字は毎週火曜日まで、（今週で言えば、5月 25日）

の取引が含まれている。 

• 買いポジションの総量は 5 月 25日までで、前週より 3,530ロット減って、11,439ロットとなった。 

• 売りポジションの総量は 5 月 25日までで、前週より 909ロット増えて、9,483ロットとなった。 

 



7. 新商品情報：希少なアマゾンカカオを使用『バターのいとこ Amazon Cacao Edition』(5/28) 

株式会社チャウス(所在地:栃木県那須塩原市、代表取締役:宮本吾一)」と、森林を生かしたジャージー牛

の放牧やその濃厚な牛乳で高い評価を得る「森林ノ牧場」が共同開発した那須発の新銘菓「バターのいと

こ」。昨年行われたチョコレートの祭典『サロン・デュ・ショコラ 2020』にて、アマゾンカカオブームの立役

者・太田哲雄シェフの貴重なアマゾンカカオを用いたスペシャルフレーバー「バターのいとこ -Amazon Cacao 

Edition-」が装い新たに数量限定で復活！ 南米・ペルーのカカオ村で栽培された無農薬のカカオを使用したス

ペシャルフレーバーは、豊かな香りと程よい酸味で上品な味わいに。実店舗とオンラインショップを通して、

5/29（土）より順次、全国のみなさまにお届けします。 

  

 

【 商品詳細 】 

商品名：バターのいとこ -Amazon Cacao Edition- 

（太田哲雄シェフのアマゾンカカオ使用/数量限定/3枚入り)  

価格：972円（税込） 

販売店舗：バターのいとこ Cafe、Chus、バターのいとこ 羽田空港店 (サマンサグローバルアイランド内)ほか 

ブランドサイト：https://butternoitoko.com/ 

 

上記情報及び写真の出典、更なる商社い情報は下記より

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000020277.html 

 

8. 新ブランド情報：6月オープン チョコレート専門店 REICACAO 

 

東京都内に洋菓子店やパン屋を中心に 13店舗、北海道に 2店舗展開している株式会社ラ・テール(本社所

在地：東京都世田谷区、代表取締役：小林 健太郎)は、2021年 6月 1日(火)より、渋谷マークシティ 1階 渋谷

東急フードショー「スイーツゾーン」にて、新ブランドのチョコレート専門店「REICACAO」（レイカカオ）を

オープンする。 

 

チョコレートなのに見た目はまるでお弁当のような「CACAO BENTO」や、鮮やかで美しいカカオポッドをイ

メージした焼き菓子「ガトーカカオ」などユニークな商品を楽しむことができる。職人が選び抜いたオーガニ

ックチョコレートをメインに使用するなど商品の品質にこだわる一方、生産地への寄付活動*¹や環境への配慮

*²にも取り組んでおり、ブランドのコンセプトにもある「循環するチョコレート」を目指している。 

https://butternoitoko.com/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000020277.html


 

CACAO BENTO：1缶 2,700円(税込価格) 

   ライスパフにカカオ分 35％のホワイトチョコレートを纏わせ、   

ボンボンショコラルージュを真ん中に置いたその姿は、まるで   

ご飯と梅干しのよう。お弁当のおかずのように本格的なボンボン 

ショコラやフルーツとのマリアージュ、マンディアンなど全 11種 

類のショコラをぎゅっと詰め合わせた。 

 

 

ガトーカカオ 5個入：1,296円(税込価格) 

赤、黄、緑、と色とりどりの鮮やかで美しいカカオポッドを 

イメージ。ブラウニー生地で 5種類の味のクリームを絞り 

サンドし、それぞれの味に合せてパウダーを纏わせた。 

 

 

 

 

*¹苗木の購入をサポートするために生産地への寄付を行っている。具体的には、原材料のチョコレート購入の際に 100 円／1kg、

加えてお客様が商品を購入した額の 1.2％が寄付される。 

*²商品の包装やインク面をなるべく少なくし、自然に負荷のかからない原材料でデザインしている。 

*商品説明および写真は下記より 

https://www.atpress.ne.jp/news/260083 

*株式会社ラ・テール HP はこちら 

https://www.laterre.com/ 

 

週刊カカオニュースの配信の削除、ご依頼については ,下記アドレスまでご連絡願います。   

株式会社 立花商店 生田 w-ikuta@tachibana-grp.co.jp  

＊本ニュースの相場情報は、客観的なデータの報告及び、著者の主観的な意見を述べるものであり、一切の取引の推奨を目

的としたものではございません。カカオ先物、及び現物の取引におかれましては各個人様、法人様のご判断に基づいて行っ

て頂きますようにお願い致します。  

https://www.atpress.ne.jp/news/260083
https://www.laterre.com/
mailto:w-ikuta@tachibana-grp.co.jp

